
 

みなさんお元気ですか。ご無沙汰しております。４月５日にロンド
ンに到着して、早くも 1２月。言い訳でもなんでもなく、恐ろしく忙
しい仕事と生活面での煩雑な手続き、激しい寒暖差等々で、この間は
後ろを振り返る余裕もなく、また前もはっきりとは見えていない状況
の中、なんとかここまで来ました。今号は、まずは学校の紹介を。 

 

ロンドン日本人学校では、５年生２クラスのうちの１クラス１９人
を担任しています。学習指導面でも生活指導面でも、また学校でも家
庭でも大きな問題はほとんどなく、学級の指導自体は楽しくやりがい
のあるものです。いわゆる❝主体的・対話的で～❞の学習に応えられる
子供が多く、「自分たちで」深い学びを模索していくような授業を展
開することができます。そして、小学校で最大の難関ともいえる５年
生算数のほとんどの単元テストで、（私の力量とは関係なく）半分以
上の子が満点をとるほどに習熟を図ることができています。それだけ
に保護者の期待は大きく、油断はできないのが贅沢な悩みです。 

反面、労働環境としては、これまでに経験したことがない大変さ
です。まず、学期中に自己都合での年休を取得することが難しい状
況です。学校⾧や事務局⾧の判断による「緊急性」がないと休めま
せん。単身で渡英していますと、どうしても平日にしか行うことの
できない手続きがありますが、これも、運動会の代休や⾧期休みま
で待たねばなりません。現地採用教員の勤務条件とのバランスや保
護者の目、シンプルに手が足りない状況など、理解はできますが、
クオリティオブライフを保つのは、なかなか難しい状況です。 

また、イギリスには「教育水準監査局＝Ofsted（オフステッド）
＝Office for Standards in Education」の監査、という大きなハー

ドルがあります。教育水準監査局は、公的機関ではありますが、教育技能省から独立した準政府機関で、イギ
リスにおける学校の教育充実度の公的指針となっています。この監査で学校が取り潰しになったり、校⾧先生
が命を絶ったりするほどなので、なかなかに恐れられています。イギリス国内にある日本人学校も対象になり
ます。そのため、日本人学校でも、この Ofsted 監査をクリアするための研修が多く行われています。監査項目
はさまざまで、生徒や教師の学習に関することや態度・質などはもちろん、学習設備からトイレに至るまで、
学校設備もチェックされます。年に一回程度、抜き打ちで担当者が来校し、教員や児童生徒も聴取をされま
す。一応通訳はつくので質問を理解することができるのですが、教員への質問の中身が、“イギリスの“児童虐
待の定義だったり、”イギリスの“LGBTQ への配慮のあり方だったりなど、そのための予習が必要なものも多
く、なかなか骨が折れるものになっています。ちなみに、ロンドン日本人学校は２年連続で「不適格」になっ
ています。学校運営の項目で不適格をもらっているようですが、今年はどうなるのでしょうか。（その後、10
月初めの臨時の抜き打ち監査で、何とか仮の合格はもらいました・・。） 

  

 

 
 

① ロンドン日本人学校:片山 


